
ニュ斗ランドさまざまglニュｰジｰランドにおける科学研究の中心

諸DSIR1地球科学研究

はじめに

日本からあまりにも距離が離れておりまた小さい島

国のニュｰジｰランドを1つの国として認識するには

私たちのもっている知識カミ少し乏しすぎるのではないだ

ろうか.とくにニュｰギニアと感ちがいされたりする

のではニュｰジｰランド人ならずとも一度ニュｰジ

ｰランドの土を踏んだものにとって複雑な感慨をもっ

てしまうのが常である.それはともかくとして環太

平洋の諸地球科学研究の立掛からニュｰジｰランドを

眺めてみるとそれカミとても重要な位置を占めかつ歴

史的にも数多くの貴重な研究の貢献が在されていること

が分る.地熱関発にみられる総合的研究や活断層め問

題太平洋上の核実験の際の観測デｰタなどの近年の業

績はとくにとりあげてのべるまでもないであろう.そ

れよりももっと基本的な大問題島弧の生成･発展の

歴史を探ぐるヒにおいて日本と同様の位置にあるニュ

ｰジｰランドの地球科学研究は問題解決のための将来

の重要底鍵を握っているといっても過言ではないだろう.

ニュｰジｰランドとは…･という一般的な紹介記事は

別稿にゆづるとしてここでは上述の地球科学の諸問題

にどのような姿勢でとりくんでいるかを紹介してみた

い.

服部仁

下の経済を考えてみるとその生産性向上の限界もさる

こと泣がら近年は絶えず近代産業の脅威におびやかさ

れることにな･りかねなくきわめて深刻な問題に直面し

ているといわねぱなら狂い.たとえば輸出筆頭の羊

毛の価格の不安定と化学繊雑の進出という強敵のだ中

外貨収入は偲び悩んでいる.こういった経済基盤に立

って爆発的ともいえる人口増にみあう産業開発を進

めていか狂くてはならない現状にあうといえよう.科

学技術振興の温床となる近代工業のないことと工業を

育ててゆくための必須条件の地下資源開発はいまや国

策の至上命令とみられる.

こんな背景を頭の申にとどめてニュｰジｰランドの

科学に占める地球科学の社会的位置を考えてみよう.

まず科学研究活動の全般的な展望をのべてみよう.

工業に乏しく林業･酪農に片寄るという特殊な産業構造

のためいわゆる産業界の研究活動はきわめて特殊なも

のばかりで一般には非常に低調である.また基礎的

研究を進める大学にも恵まれていない.そこでいき

おい政府中心の研究活動が行なわれることになる.そ

して国全体の研究費は約90%カミ政府支出によっている.

その中心がDSIR(DepartmentofScientificandIndus

tria1･Research)つまり科学技術研究庁である畠

研究活動の中心一DS眼

ニュｰジｰランドの国民総生産は米国･カナダについ

で第3位を占めほぼオｰストラリアと同じようた経済

的繁栄を誇ってv'る.この国の経済を支えているのは

いうまでも恋く農業･牧畜中心の土地生産物の輸出に

頼る産業構造である.しかしこういつ危篤1次産業
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誕生のいきさつ:1嚇年はじめに政府が科

学技術研究委員会(CommitteeofScein嚇｡andIndu

strialResearch)を設立したことにスタｰトする｡

この委員会はマｰスデン博士(放射線物理学の世界的権

威で現在はナイト爵Knight追ache10rの称号を与え

られている.SirEmestMarsden)を長として首相

に対して科学技術振興に関して諮問することになった茗

間髪を入れず次の勧告カ油された.当時英国のDSIR

の次官ヒｰス卿(SirFrankHeath)をニュｰジｰラン

ドヘ招きこの国の研究組織について見解を求めること

であった.このようないきさつはオｰストラリアの

場合と全く同様といわれている.ヒｰス卿が調査を開

始したのか1926年2月で報告書を両院総会に提出した

のが5月であった.その勧告にもとづいて“ニュｰ

ジｰランドの科学研究の振興と組織化を肩的として第

1次･第2次産業への適用を求める"法案が通過したの

は1926年の終りの頃であった.このようにして二

ニュｰジｰランド位置図�
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エｰジｰランドのDSIRカミ政府の新しい一機関として

発見することになった.ヒｰス卿はこのDSIRを首

相の直轄下におくよう勧告したが法案はMinisterof

theCrownの責任下におくことを決め初代大臣には

コウツ氏(J.G.Coates)が選ばれた.また大臣への諮

間機関として科学技術研究審議会(COunciIofScien-

tificandIndustrialRes3arch)カミ設けられ1926年に

発会式をもった.

研究所の吸収統合:各省所属の研究所から配

置換となったのは5つの研究所･観測所でこれらが新

しく発足したDSIRの中核となった.

内務省からは化学関係のDominionLaboratory地

震関係0)DomiコioコObservatory鉱I.1｣省からは地質調

査所G301ogicalSurvey海事省からは気象関係のMe-

teOr0109ica1Office外務省からはApiaObservat〕ry

(アｰピアはサモア諸島のUpO1u.島の港でRobertLouis

Stev㎝sonの墓がある)が加わった.当時農事省を所

属していた研究所はそのままであった.しかしDSIR

自身もその後土地･牧草･f年物病理など農業行政に関

連する研究を始めている.これら両者で行狂われる農

業関係の研究には調整を要する多くの問題が発生し現

在でも悩みの種になっているようである.

その後のおもなDSIRの変革をとりあげてみよう.

1939年Physica1Testi㎎Laboratoryが生まれ1946

年には戦時のRadioDevelopmentLabOratOryを吸収

DominionPhysicaILab(略称DPL)と放った.また

鞠痔中の機関であったものからAucklandIndustrial

Deve1opmentLaboratoriesカミ1949年にはApPlied

MathematicsLab.ができた.

地球物理学研究所GeophysicsDivisi㎝の創立は19

51年一で地質調査所GeologicalSurveyの地球物理課

MagneticSurvey地球物理･地震および海洋観測所と

UnderwaterResearchLab1が統合して生まれたもので

オｰクランド大学口)表文僕j.

ある.

海洋研究所OceanographicInstituteか1958年独立

の機関となった.国際観測年(IGY)の期間南極で

の仕事はGeOphysicsDivisionの責任に奉って行なわ

れてきたカミ1958年それを続行するためAntarcticDi-

ViSiOnを設けこれを専従させることにした.また

原子力関係のものとしては1957年にDSIR下にあっ

た試験研究所のたかで行なわれていた研究を1カ所にま

とめてDivisionofNuclearSciencesを創立しそ

の後規模が膨張し1959年にはInstituteofNuclear

Sciencesと改称することになった.

組織の改革:1962年にRoya1Commissionが

勧告をおこないそのうち①科学大臣(Ministerof

Scie忍｡e)の指名と②科学技術研究審議会にとって代

ってNati㎝a1ResearchCounci1を設けることが政府

によって受理された.そしてNatiOna1Research

AdvisoryCounci1Actが議会を通過し1963年の総選

挙ののち初代科学大臣にB･E･Ta1bOys氏が指名を

うけた.1963年12.月のことであった.破れは農業大

臣も兼ねている.国立研究諮問審議会(Nationa1Re-

searchAdvisoryComcil)が生れたのは1964年で9名

の委員から構成される.その内6名は総督(GOvemOr･

General)によって指名をうけて3年の任期をつとめ

る.他の3名は官吏であってDSIR長官農業庁の

長官および財政秘書官が選ばれている.この審議会は

ニュｰジｰランドの科学研究の促進と発展に関して科

学大臣に諮問を行なうのが本務でありここで決った事

項はニュｰジｰランドの科学の将来像に大きく影響を与

えるだろうといわれている.

DSIRの組織と所属の研究所:このDSIRの長

官はPermanentheadと法律に決められておりその

在任期間はたいへん長い.初代長官マｰスデン卿は19
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策1図ニュｰジｰランドのOSIRの組織と研究所
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26年から1947年までの20年以上在職しついでコｰラガ

ン(F.R.C釧aghan)氏カミ1953年までその後はノ･ミル

トン氏(DLW.M｡亘a血ilton)が就任し現在に至って

いることで明白であろう.

長官は農業･工業･地下資源の3つの専門別の副長官

の補佐をうけて所掌業務を運営している.

第1図からもわかる通りDSIR傘下の研究所は少く

狂いしかしその狂かで最大規模を誇る化学研究所

ChemistryDivisionの職員カミ161名(1964年度)とい

うから他の研究機関の大きさもほぽ察しがつくであろう.

その他の研究機関

DSIRから政府の補助金をうけて研究開発を推進し

ている機関がある.そのなかにほ研究組合(InCOr･

P0｢atedIndust｢ialResea｢chAssociatiOns)単科大学

の少数の学部やロイヤノレ･ソサイアディ(ROya1Society

ofN.Z.)などがある.

まず最初に研究組合のことにふれてみよう.前に述

べたようにこの国の産業構造の特殊性からこれといっ

た工業が育っていないので民聞会社独自の研究開発は

全く活動的で液く生産に結びっいてい削'.そこで

考え出されたのカミ英国において第1次大戦末期に生れ

た民間合杜の共同研究つまり研究組合の制度を導入す

ることであった.そして第2次大戦後の1945年に法人

組織としてスタｰトしたのである.現在8つの研究組

合があり皮革靴クリｰニング･染色酪農食肉

肥料陶器羊毛などの耕宛を付注ってv'る.これら

の研究組合の財政は加入会杜の献金とDSIRの補助

金でまかなわれている.

つぎに大学における研究活動にふれてみよう.私

の印象としては大学は研究の場というよりはむしろ教

育の場という色彩が強いように思った.研究の場にし

ては今までの諸設備があまりにも貧弱であり研究の

中心はDSIRにまた大学院などの高等教育は海外

とくに英国に求める傾向がみられる.ニュｰジｰラン

ドの大学はすべて国立で私立大学は1つもない.ニ

ュｰジｰランド大学(UniversityofNewZealand)は

1870年法律によって創立した.その頃は4つの分校

(Constituentinstitutions)からできており①ダニデ

ィン(Dunedin)②クライストチャｰチ(Christchurch)

③オｰクランド(Auck1and)④ウェリントン(We11ing･

tOn)の各都市に分散していた.また2つの農業単科大

学カミ⑤クライストチャｰチと⑥パｰマストン･一ノｰス

(Palmerst㎝North)におかれていた.1957年に分

校匁どの名称をかえる法案が国会を通過し1959年ニュ

ｰジｰランド大学は発展的に解消しそれぞれが独立し

て総合大学として発足することになった.

すなわち①はオタゴ大学(UniversityofOtago)

ビクトリア大学では村近の一軒家をたくさん借りて教室･研究室･学生控室など出'

の不雇を補っている.圧の中腹に建物カ…あるので駐車場がなく広い道路にじゅ

ずっなぎに車がとめてある.

ビクトリア大学新館付近の道路に}ま二:二輪単がぎらしり駐車して一･る

この中には日本製のものも少なくない･�
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②はカンタベリｰ大学(UniversityofCanterbury)③

はオｰクランド大学(UniversityofAuckIand)④はヴ

ィクトリア大学(VictoriaUniversityofWe11ington)

⑤はカンタベリｰ農業大学(Canterburyへgri㎝ltural

College1961年にリンカｰン大学L1ncO1nConegeと改

称)⑥はマセイ農業大学(MasseyAgricu1tura1College

1964年にこの市にあつたビクトリア大学の分離教室を併

合して5番目の総合大学に生長した.名称はマセィ

大学MasseyUniversityofManawatuとなる)

学生の数が最近増加しており大学の教室のスタッフ

の強化が叫ばれている.しかしなかたか人員がそろ

わず外国への招請もこの国の研究環境･給与条件を知

ってか期待するようには集まらないということである.

地質調査所勤務のPh.D.をもつ若手研究者が大学の

SeniOrleCturerに勧誘をうけた時給与は多少よくな

るかも知れないけれども研究環境がよくたいので断っ

たといわれ大学が教育の面に力を傾けていることを知

った.

主要研究課題

これまではDSIRおよびその他の研究機関の概要に

ついて述べてきた.地球科学研究について紹介する前

にこの国の重点的た研究テｰマをまづとりあげよう.

1961年の重要事項として羊毛食肉南極および原子

力があげられた.1962年に製造工業に関する研究に

努力を傾けまた研究所に付属の工場における工作機

械の近代化の必要を強調している.

予算面からみると1963年のDSIRの総予算約240万

ポンド(24億円)のうち42ノざ一セントが農業研究に

26パｰセントが工業関係に残りが基礎科学研究などに

費されていることからニュｰジｰランドの研究の重点

は生物系の分野に向けられているといえよう.

他のテｰマの大半は基礎的応用的研究にかかわら

ず天然エネルギｰ資源利用の面に向けられている.

地熱開発にみられる総含的研究と今後活発に行なわれ

るであろう地下資源開発計画に伴う研究が筆頭にあげ

られるであろう.原子力南極の問題も国際的テｰマ

になっているのでその占める比重は徐々に高まってく

るであろう.

ステイト･ファｰ･ビル(5階建)1.2階は政府の保険事業の窓口3.迅

5階を地質調査所が随っている｡ノ､ット河沿いに建っている一

地球科学研究

活火山地震活断層といえば日本ではおなじみの

天然現象ばかりで何んとなく親しみカミもてそうである.

オｰストラリアから1,400マイノレすたわち2,200粁ほど

海をへだてた東南にあり日本列島に似た島弧を形づく

っている､その地質の内容も日本と比較できる点が

少なくなく日本の地質学者によってしばしばニュｰジ

ｰランドの論文が引用されている.

この国の歴史からみて当然予想されるようにかって

の大英帝国のユ植民地としての地下資源開発とその資

料のための基礎的地質調査をまず最初にとりあげたこと

である.このことはDSIRの生いたちと地下資源開

発の中心にたった鉱山局と地質調査所の歴史とから容

易にうかが才ことができる.したがって今日の地球

科学研究のスタｰトは100年首の地質学的研究にさか

のぼることカミできるのである.

第1図にゴシックで示した研究所カミここで紹介しよ

うとする地球科学研究と関連している.日本やアメリ

カ合衆国の地質調査所のようにどちらかといえぱマンモ

ス化している研究所と異校りニュｰジｰランドでは細

かく対象･方法別に研究所が分かれて独立している.

例をあげると地質調査所は古来の分類にしたがってい

えば地質学を専門としそれに技能職員事務職員が

加わっているという程度である.物理探査部門は地

球物理学研究所内にあり分析化学関係は化学研究所に

総合されている.互いに関連のテｰ刺ζついては共同

μ1腹をきり開いて建築中のInstituteofNuclearSciencesの建物･60～70

名のスタッフが入る予定一�



研究を行ったりノレｰチン･ワｰクのサｰビスをしたり

また工作機械関係は物理工学研究所(PhysicalandEn

gineeringLab.)に相談するというわけで分業カミ徹底

している.それでいてあまり排他意識もなくセク

ト主義もなくお互いに自由に交流し1つのテｰマにつ

いて他研究所との間に共同研究カミくまれるように荏って

いる.ここでそれらの研究所をかんたんに紹介し一よう.

地質調査所Ge0109i脇1馳rvey別稿

“ニュｰジｰランド地質調査所と地質学界"で詳しく紹

介するのでここでは大まかにのべてみる.ニュｰジ

ｰランド政府の設立によるものの狂かで最古の科学研

究機関であって1865年創立したので今年で百周年を

迎えることになる.

経常業務と研究は①地質図幅作成②重点研究とし

一て構造地質第四紀地質氷河地質活断層火山カミ

とりあげられている.応局地質の分野として区別され

るものには①鉱物資源②地下水③地質工学④古

生物学⑤岩石学⑥地球化学⑦堆積地質学がある.

次のようだテｰマについては他研究所との共同研究

を行なう.火山ガラス･:岩石の風化の問題は土壌研

究所と資料の分類･整理統計に関しては応用数学

研究所と岩石･鉱物などの化学的研究やノレｰチンの分

析依頼は化学研究所と地震活断層地熱などの問

題は地球物理学研究所とまた岩石･鉱物の放射性ア

イソトｰプによる年代決定は核科学研究所とくむとい

った具合である.

核科学研究所hs砒枇eOfNmc1ear

跳ien㈱設立してからの歴史がもっとも浅い研究

所である.今日では解消して離合集散してしまった数

々の研究所のなかからDo㎜inionLab.のアイソトｰ一

プ課(IsotopeSection)とDominionPhysicaILab.

(通称DPL)の核物理課(NuclearPhysica1Section)

が1955年合併してDPLのアイソトｰプ部(Isotgpe

Division)をつくった.1957年6月には単独の研究所

となる.1959年5月7目にこの研究所が生まれア

イソトｰプ部の研究所は吸収合併された.

1965年9月を完成目標に研究団地の一隅にある小高

い丘に第1次工事の研究所カミ建設中である.この核

科学研究所は将来もますます機構がふくらみ少くとも

今後10年間に必要とみられる核科学関係の機器を設置す

る予定といわれている.

研究テｰマは大きく四つに区分できる.

1安定アイソトｰプの研究

ここでは5台の質量分析計が活躍している.①硫

黄のアイソトｰプ測定専用にこの研究所で開発したも

の②水素のアイソトｰプ専用③アルゴンのアイソト

ｰプ専用②③はDPLの鶴カにより建設したもの④

アメリカ政府寄贈のNuc1ideAna1ysisAssociates

HighReso1utionMachine⑤アメリカ政府寄贈のNier

Conso1idatedPortab1eMachineである.

i)火山硫化鉱物の起源彰るいはバクテリアの問題にSの

アイソトｰプを測定しその変盤を研究する.このテｰ

マにつv･てほオｰスト,ラリアの学者との交流が盛んであ

る.

ii)重水素Dを用いて火山および地熱地域の地殻水地下水

などの問題にとりくんでいる.捌/Dのみのデｰタでは

説得力にかけるのであわせて酸素のアイソトｰプ018/

016測定を行なう予定である.この研究にはもともと

ワイラケイ(Wairakei)地慈地帯において重水(heaW

water)製造のため開発された⑧のDeuteriummassspe･

Ctro㎜eterを用いている.

iii)化万の炭酸塩の酸素のアイソトｰプを用いて地質時代の

古温度計に用いる方法.

iv)=炭素のアイソトｰプ｡I3/C12比をルｰチンで大量に測定し

化学的･生物的過程におけるその分化作用を研究.

hS眺u舵O麦N㏄池雛馳董enCeSの質量分析計

�捨楮攀

2放射性アイソトｰプの研究

天然現象原子爆弾による崩壊生成物

トレｰサｰの3つの研究分野赫ある｡こ

こでは天然現象に関する拳項のみを紹介

しよう.

アメリカ政府寄贈の醐φReSolution

i)C14測定による年代決定をルｰチンで行な

っている.C02の形でカウンタｰにかけ

る,麦合の装置が稼動しておりまた海

洋の有機物質をスタンダｰドに用いて方

質量分析

ηばン抽

脳装置&ス外ソフの確保で鱈礁にの1)あげ

てデｰ夢を胸す段踏ぽ達していない､�



オｰストラリアのカンベラ大学の協力をうけている.

iii)トリチウム測定用のガイガｰ･カウンタｰを開発し土30弛

のすばらしい精度を誇っている.文句なしに世界一の

技術レベルといわれている.ルｰチンで行なえる電解プ

ラントがあリこれでTを分離する､火山地熱的帯の

水の問題をとりあげる.

3放射線の研究

C06Lγ線照射による植物の突然変異これを品質･

収穫改良土壌の肥沃化果実の保存羊毛のポリマｰ

化などの赤月面から基礎的な照射化学の分野にわたっ

ている.宇宙線や原子爆弾の崩壊生成物の研究もこの

なかに入る.

4原手核物理学の研究

3MeVのヴァングラｰフ加速器が建設中でこれはも

っぱら基礎的研究に用いられ他の400KeVのヴァンデ

グラｰフ加速器はすでにヴィクトリア大学に設置してあ

り共同利用の好例となっている.

化学研究所C地emi8t町ΦM8io唖

地質調査所とならんで古い歴史をもつこの研究所は

かってDominionLab.として知られDSIRに統合さ

れる1926年までは内務省に所属していた.1961年にロ

クｰ･ハット市(LowerHutt)東部の研究団地グレイス

フィｰルド(Gracefie1d)に移転改称して今日に至って

いる.160名余りの職員のうち66名が化学者･化学

技師である.きわめて広い分野にわたって研究が行な

われていてたとえぱ有害動物の駆除薬ヤ金石炭の

ガス化鉄製錬の際の水素の拡散(砂鉄の問題)その他

の分析技術上の方法論や機器の開発などがある.ここ

では無機化学の分野で関連するもののみとりあげる.

i)地熱の化学:ワイラケイの野外実験場において蒸気と熱

水分離に伴う元素の挙動を調べる.また熱水変質の機

構解明も試みる1

ii)岩石鉱物の地球化学1地質調査所鉱山局と協力しとく

に鉱床開発に力を注ぐ.また基礎的デｰタを集積するた

め依頼分析に応ずる.困難な化学的問題にはしばしば

共同研究に発展させる.

iii)セメントとコンクリｰトに関連する諸問題.

地球物理学研究所Geo軸ySiCg巫i▼igio皿

地方にある4つの観測所と首都のウェリントンにある

本部および研究室それに地方の2つの実験所を総括し

ている.

①アｰピア観測所:サモア地域の地球物理観測を行なう.

②地球物理観測所:クライストチャｰチにありおもに電

離層･成層圏の観測を行なう.別に2つの島と南極に2

つ合計4つの観測基地がある.

③磁気観測所:アｰピアクライストチャｰチと南極の2

カ所の合計4カ所で観測を行なう.また海上空中調

査も進められている,

④地震観測所:観測本部はウェリントンのケルバｰン(K･

e1bum)という高台にあり北はサモアから商は南極まで

22の観測所の網を張っている.

かつて科学技術庁事務次官故久固太郎博･士(地球物理

学者)が1962年ここを訪れた時今村式地震計が備付けて

あリ質問したところ20台ほどニュｰジｰランドで製作し

て各地へ配置したとのこと.日本製品と寸分ちがわな

いイミテｰションであったと述べておられた.

地球物理調査所地震･重力･磁力･電探などの応用面から

基礎的研究まで含めている.たかでも火山･地無地帯の

総合研究は筆頭にあげられるであろう.ロワｰ･ハット

市に地球物理実験室タウポに地熱実験室がある､

土壌研究所Soi亘腕蝸a脳

ロワｰ･.ノ･ット市のやや奥まったタイタ(Taita)に本

所が全国8ケ所に支所がある.ニュｰジｰランドと

太平洋上の領域内の島々の土地利用と土壌工学の基礎的

研究を目的とする.したカミって岩石鉱物の風化土

壌の種類を中心にあらゆる物理化学生物微生物の

手段を用いて研究するわけで関連する他分野の研究機

関はきわめて多く共同研究の中心地のよう泣感じカミす

る.もちろん農業研究に寄与する所大である.

海洋研究所0o艶mgr叩hi6瓦118欄㎜te

1949年創立以来地球物理学研究所に属していたが

ワイラケイ近くの地熱野外実験室(GeophysicsDi平ision所属)かつて物理

探査部馬場健三枝宵が滞在したことがある1�



原子物理学讃の父ラザフォｰド出生

鋤ζ嬢並窓凄眺記念碑薄島ネルソン地

方の率冷ソン市近郊

1958年独立した.ニュｰジｰランド周辺の海洋に関す

る物理』地質と生物分野の研究を行なう.

関連するテｰマとしては大陸棚と深海底の堆積物の

形成機構の研究であろう.

南極観測本都A凶鮒｡搬脳洲6重｡湿

国際地球観測年五GYに協力するため1959年5月創

立した.1957年1月ニュｰジｰランドのロス領(Ross

Dependency)にScott基地を建設して以来5人9

人と越冬し亙959年以降は毎年平均13人カミ観測にあたり

また夏には基地の人口は50名をこすほどにふくれあがる.

劾象別にそれぞれのDSIRの研究所の所長が責任者

となり全体をこの本部が管理運営する.

研究推進上における悩みと打開策

これまで述べてきた事柄はおもに機構上からみた各

研究所の様子力童中心であった.しかし実際に研究を

すすめてゆく途上にはv'くつかの難門がないわけでは

狂い.少たい人一にまたその上に少泣い科学者と技能

者の数それらを育てる高等教育の場の藻境設備に本

質的匁弱点をもっていながらそれでいて農業関係の

研究カミ中心とはいうものの現状ではきわめて広い分

野にわたって研究所を運営しているので予算上の制約

も当然大きく影響してくる(DSIRは現在約1,200名を

擁しこのうち研究昔約450名技能者500名その他

が事務･図書関係者である).したがって予算がいくら

重点蜘こ配分されたとしても早急にかつ抜本的に研

究誤備が改善される見通しもなく全体的には研究の

ポテンジャノレは低いようである､もちろん若干の傑出

した科学者もいて著名な論文も少底く榊'が.

こういう環境にあってはご多聞にもれず研究者の海

外流出カミおびただしい.たとえば古くは原子物理学

者のラザフォｰド博士(男爵の貴族位をもつEmest

Rutherford)から地球化学者のメイスン博士(趾ian

Mason)やアメリカNASA局の長がこの国を離れて

いるのはこういった研究環境の不充分さにのみ起因す

るのでは底v'だろうが最近の大学新率者も留学の奨学

金を求めてどしどし流出しなかなか故国へ戻ってこな

いのをみるといずれにしても欠きた痛手であろう.

そこで優秀泣科学者の流出をくいとめかっ海外か

ら招へいし定着してもらうための対策として.給与(ア

メリカ英国オｰストラリアカナダより水準が低い)

と研究環境の改善はもとより南太平洋の遠隔地にあり

ややもすれば孤立し国際学会における地位が軽ろん晋ら

れがちであるので海外への学会･会議･出張をはかり

また科学情報のサｰビスを強化している.たとえば外

国のどんな小さた論文でも請求があれば迅速にマイク

ロ･コピｰで入手する方法が確立している.研究条件

改善の1っとして研究所や大学の設備の共同利用を盛

んに行ない少ない設備･機器をフルに活用する試みの

あることも指摘しておかねばなるまい.

研究所が専門別に細分してあり研究者はより尖端の

テｰマにとりくむ.その反面こういった共同利用を

通していわゆる境界領域のテｰマにも手カミ及んでいる.

またDSIR傘下の研究所の名称が何度も変更に狂った

ことからも容易に分るように研究所の離合集散つま

り再編成がしきりと行衣われてきている.

このよう柾重要な問題には科学大臣に諮問しDSIR

に大きな影響力のある現在の国立研究諮問審議会の役

割りを挿摘したい｡日本のように研究団地のプラン

がなかなかはっきりせず実現の見通しもたたない現状

と比較してみると官庁組織のちがいはもとより研究

者の研究意欲にも隔世の感を覚えたいではいられない.

ニュｰジｰランドの科学研究の分野においては島国

特有な閉塞性を想像したくなるわたくしたちにもそう

いう排他的雰囲気は少なくまたそうはいっておられな

い実情下にあるとみうけられた.日本とちカミうもう一

つの大きな要素に雇用制度のちがいにあろう.つま

り終身雇用的なわが国とちがい自身をむき出しにし

経歴能力をうたって実力により給料をかくとくしてゆか

ねぱ匁らないので研究者の気迫も相当なものである.

そして気に入ら拙･職場恋らばかんたんにそこを辞し

て他へ流動してしまう.

また公僕としての研究者は自らを磨くことももとよ

り椎間のきびしい監視の目が光っているので安易に

どと畿ることは許されたい.研窄所見学の門戸はいつ

､も公衆紀開かれていて匁にか非があれば直ちに新聞

などの掛論ぽ反映するわけである.

ユ払_ジｰランドの奨学金のζとについて�
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ふれておこう.

DSIRはこれまで英連邦諸国を除く各国から毎年2

～3名の奨学研究者を募集している(SeniorResearch

Fe110wships).日本へ最初に募集の願書が配布された

のは1962年夏のことでこの時100名近くの日本科学

者カミ応募したと伝えられるが真実のほどは分からない.

しかし1名も成功しなかったようである.1963年に

募集した1964年度の研究員は3名であったそうでその

うち1名カミ目本人であってこの時始めて道がひらけた.

応募資格は大学院のMasterの学位をもちかつ業績

のあるものかあるいはPh.D.の学位を有するものと

なっている.年令制限ほたく年俸1530～1980ニュｰ

ジｰランドポンド(}ポンド=約1,000円)で既婚者に

は250ポンドがさらにっき付される.詳しくはThe･

�捲整�礬��牴浥�潦����楣慮��畳�楡�

Research,P.O.Box8018We11i㎎ton,NewZealand.

または在目ニュｰジｰランド大使館(東京都千代田区

三番地26電話(263)一0611)へ問合わされるようおす

すめする.

将来通商が拡大されるにっれてまたこれまで述べた

ニュｰジｰランドの研究所の実庸からみて日本人科学

者が招かれたりあるv'は雇用される機会が多くなるので

あろう.噂に聞くととくに化学関係の研究者の勧誘

の意向があるようである.またDSIRの幹部のなか

には日本人科学者の能力を大きく評価するものの1

年位の短い滞在期間で充分の研究活動と交流のための

語学･会話のレベルを心配する向きもあることを付言し

て:おきたい.

最後に昭和38年度長期在外研究員として派遣して下さった

科学技術庁工業技術院および地質調査所の各位また受け

入れにあたり種々便宜をいただいた在目ニュｰジｰランド大

使館在ニュｰジｰランド目本大使館およびDSIR関夢の各

位にここで厚くお礼申し上げる.(筆者は地質部)

第2回石炭科学会議開催

石炭のより有効な利用方法を理論づけこれを開発す

る目的で従来のr石炭組織研究会｣をr石炭科学研究

会｣に改組して1964年11月に第1回の石炭科学会議が

日本石炭協会において開催された.そして物理化学･

地球科学的分野の研究者カミ相互の研究成果を交換し合っ

た.このときの研究題目と発表者はっぎのとおりであ

った.

1.三池炭田の硫化鉄鉱物:石総研中柳靖夫

2.示差熱分析と微分型熱天秤による石炭の熱分解:

資源試牧野光男･川名善男

3.コｰクス化過程の基礎研究(皿):九大理高橋良

平･九大生産研竹下健次郎

4.石狩炭田における堆積小輪廻層と炭層の発達:道

工試柴岡道夫

5.赤外吸収スペクトルによる石炭の化学構造の研究

早大理工藤井修冶

6.NMRによる石炭ピリジン抽出物の構造に関する

研究:北大工武谷悪･伊藤光臣･鈴木章･横山

さらに本年はこうした成果を土台として下記の目時に

会議が行われることになった.'

会場東京都千代田区有楽町1日活国際会館

目本石炭協会第1会議室

講演会(講演20分討論40分)

第.1目

1.濠州クインズランド州大向斜炭岡の炭質の地域

的変化:三井鉱山岡野寛･相原安津夫

2.石炭の粉砕性と石炭組織成分:道工試丸山敏彦

3.本邦炭中の花粉･胞子につV'て:地質調徳永

重元

4.低炭化度炭の酸化機構一とくに硝酸および湿式

酸素酸化の比較:北炭化成酒因清二･碇屋道

雄･加藤信行･宮下功

5.石炭の膨潤機構について:日鉄化学岡本正弘

第2目

6.超音波併用高周波炉によるコｰクよ化の研究:

九大高橋良平･竹下健次郎

7.石炭灰衣どの加熱変化に関する研究:道工試

柴岡道夫

8.石炭の浮選特性に関する速度論的研究一とくに

石炭化度との関係について:東大工今泉常

正･井上外志雄･梅原常栄

9.北海道若年炭の人工石炭化:富山大工塚島

寛･加藤勉

第2回1百炭科学会議案内

燃料協会石炭科学研究会

開催目1965年11月12～13目9.50～16.30

これらの講演は最近の石炭研究の各方面の成果を示

しているのであって多くの研究者カミ参会されるはず

である.(石炭課往々木実)�


